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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A06 
◯◯のメディア論

後期 A20 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 1つの情報・複数の経路・広がる意味
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前期概要

‣ 知覚の刺激から思考は変化していく 

‣ 視覚表現の歴史から観察・思考・表現の変化を追った 

‣ 視覚一つとっても, その解釈は絶えず変化した 

‣ 多くの人への知覚刺激が, 色々な解釈を生み, 色々な表現に繋がった
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アクセシビリティ

‣ 「近づきやすさ」「利用の容易さ」「利便性の高さ」などの意 

‣ 情報への経路の増加は, 接触人口の増加であり, 解釈の増加である 

‣ 解釈が増えれば, 情報の価値に幅が生まれる 

‣ また経由する知覚が変われば, 異なる解釈も生まれる
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単数知覚のアクセス
‣ アクセス経路が1つの場合, 触れられる人が減る 

‣ 交流の阻害要因となりうる → メディア化の質に余地がある
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チョコケーキ

おいしそう 字が小さい ?

A B C



複数知覚のアクセス
‣ 見せ方を複数用意する, 視覚と聴覚をそれぞれ用意する など 

‣ 多くの解釈が発生し, 交流が活性化する → メディアの質向上
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チョコケーキ

おいしそう ビターがいい たべたい

チョコケーキ

A B C

🔊 < チョコケーキ!



まとめ

‣ メッセージングを知覚できる経路の確保が重要 

‣ 受信者に届く経路がないとメッセージは届かずメディア化が進まない 

‣ アクセシビリティ 

‣ 受信者の知覚特性を考慮して, メッセージングの方法を模索する 

‣ 伝わるだけに限らず, 異なる解釈の広がりも価値がある 

‣ 接続しやすいアクセス方法を思索すると, メッセージの価値も上がる
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本日の議論・考察一助

a. メッセージングの内容と経由する知覚には相性はあるだろうか 

b. アクセシビリティを考慮するデメリットは何かあるだろうか 

c. 具体的なアクセシビリティの工夫と実践についての議論
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次回予定

知覚とメディア実装2 
「マルチモーダル」複数知覚の融合 
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